
管 領 斯 波 家 ⾂ 団  
 
  ⾜ 利 ⼀ ⾨・ 斯 波 ⽒  
斯 波 家 は ⾜ 利 ⼀ ⾨ 中 で 最 も 家 格 が ⾼ い 家 で す。  
と い う の も 初 代・ 家 ⽒ は ⾜ 利 泰 ⽒ の ⻑ ⼦ で、 ⺟ は 北 条 朝 時 （名 越 家） の 娘 な の で 本 来 な 

ら ば 家 ⽒ が ⾜ 利 惣 領 と なっ て も お か し く な い の で す が、 弟 の 頼 ⽒ の ⺟ は 北 条 時 ⽒ （得 宗 家） 
の 娘 だっ た た め、 頼 ⽒ が 惣 領 と な り ま し た。 そ れ で も 家 ⽒ の 地 位 は ⾼ く、 ⾜ 利 家 の 奥 州 の 所 
領 （志 波 郡） を 与 え ら れ ま し た。 そ し て 鎌 倉 時 代 は 吉 良 ⽒ と と も に 「⾜ 利」 を 名 乗 り 続 け ま 
し た。 南 北 朝 時 代 も 斯 波 ⾼ 経 は 尊 ⽒ に 対 抗 意 識 を 持 ち、 ⾼ 経 の ⼦ の ⽒ 頼 ま で は 「斯 波 ⽒ は ⾜ 
利 の 家 来 で は な い」 と 考 え て い ま し た。 ⽒ 頼 の 弟 の 義 将 が 管 領 と なっ て は じ め て ⾜ 利 本 家 と 
⼀ 体 に な り ま し た。  

  
  
⾜ 利 尾 張 家  
そ も そ も ⾜ 利 尾 張 孫 三 郎 ⾼ 経 は 「⾜ 利 庶 ⼦ ⼀ 流 の 家 督」 と 呼 ば れ る 存 在 で し た （つ ま り 

⾜ 利 尾 張 家 の 惣 領）。  
さ ら に は 斯 波 ⼀ 族 の 尾 張 弥 三 郎 家 ⻑ や 彦 三 郎 時 家 （⼤ 崎 家 兼）、 ⽵ 寿 丸 （最 上 兼 頼） ら 

は、 各 国 の 武 ⼠ 団 を 率 い る ⼤ 将 と し て の 権 限 を 持 つ な ど、 ⾜ 利 ⼀ ⾨ の な か で も ⼤ き な 地 位 を 
占 め て い ま し た。  
同 じ く 「⾜ 利 庶 ⼦ ⼀ 流 の 家 督」 で あっ た 吉 良 ⽒ （⾜ 利 上 総 家） と の ⽐ 較 は 難 し い で す 

が。  
  斯 波 家 ⻑ の 系 譜 に つ い て 古 代 ⽒ 族 研 究 会 の 樹 童 様 と の 応 答  で 「斯 波 嫡 流 （⾜ 利 尾 張 家） の 
系 譜 を 考 え る と、 「斯 波 家 ⽒ － 宗 家 － 宗 ⽒ － ⾼ 経」 と さ れ ま す が、 ⾼ 経 は、 宗 家 の ⼦ で あ る 
家 貞 の ⼦ と ⾔ わ れ ま す。 家 ⻑ は 宗 ⽒ の 実 ⼦ （或 い は 孫） で ⾼ 経 の 後 継 に 内 定 し て い た か、 家 
貞 の ⼦ で ⾼ 経 の 弟 だっ た の で は な い か と 思 い ま す。 た だ し 建 武 時 代 の 家 ⻑ の 職 責 の 重 さ は ⾼ 
経 以 上 と も 思 え る の で 弟 よ り も 従 弟 と 思 え て し ま い ま す。 そ も そ も、 ⾜ 利 尾 張 家 は 「家」 字 
と 「⽒」 字 を 通 字 に 使 ⽤ し て い ま し た。 宗 ⽒ の 後 は 「⾼ 家」 （⾜ 利 家 で 「貞 ⽒」 「貞 家」 
「⾼ ⽒」 は 既 に 使 ⽤ 済 み） と 名 乗 る べ き で は な い か と も 思 い ま す。 な ぜ 「⾼ 経」 な ん で しょ 
う か ね︖ 家 ⻑ の 後 継 が ⽒ 経 （⾼ 経 の ⼦） の ⼦ で あ る 詮 経 （義 ⾼） で あ り、 「⾼ 経 － 家 ⻑ － 
（⽒ 経） － 詮 経」 が 予 定 さ れ て い た よ う な 気 が し ま す。」 と 書 い た よ う に、 斯 波 家 ⻑ の 系 譜 
に 疑 問 を 持っ て い ま す が、 同 様 に ⼤ 崎 家 兼 が 斯 波 ⾼ 経 の 弟 と い う 所 伝 に も 疑 問 を 持っ て い ま 
す。  
  最 上 兼 頼 は 斯 波 家 ⻑ と 同 世 代 と 思 わ れ ま す が、  1305  年 ⽣ ま れ の 斯 波 ⾼ 経 の 弟 の ⼦ と す る 
の は 疑 問 が あ り ま す。  
  ⼤ 崎 家 兼 は 斯 波 ⾼ 経 よ り も 年 ⻑ で は な い か と 思っ て い ま す。  
  と い う わ け で、 ⾜ 利 尾 張 孫 三 郎 ⾼ 経 の ⻑ 男 で 鎌 倉 幕 府 滅 亡 時 に 越 前 で 挙 兵 し た 幸 鶴 丸 は ⽒ 
経 の こ と だ と 考 え て い ま す。  
  

  
武 衛 内 衆  
斯 波 武 衛 家 ⾂ は、 細 川 ⼀ 族 （或 い は 織 ⽥ ⼀ 族︖） と ⾔ わ れ る 完 草 ⽒、 下 野 出 ⾝ で 佐 野 ⼀ 

族 の 甲 斐 ⽒、 宇 都 宮 ⼀ 族 の ⽒ 家 ⽒ が 有 ⼒ な 家 ⾂ で し た。  
越 前 ⼊ 部 後 に は 斎 藤 ⼀ 族 の 堀 江 ⽒ や、 織 ⽥・ 朝 倉 ⽒ が 加 わ り ま し た。 ⼆ 宮 ⽒ は 越 中 時 代 

に 加 わっ た か︖ 安 威 ⽒ は 幕 府 奉 ⾏ 衆 が そ の ま ま 在 京 守 護 代 を 務 め た の で は な い か と 思 い ま 
す。 簗 ⽥ ⽒ や ⼭ 内 ⽒ ら は 斯 波 領 国 の 各 地 に い ま す が、 皆 同 族 で しょ う か。  

http://www.geocities.jp/kawabemasatake/siba.html
http://shushen.hp.infoseek.co.jp/keijiban/siba1.htm


  ⼤ 崎 家 ⾂ は ⼀ ⾨ 衆 （⾼ 泉、 百々、 古 川） 以 外 に ⽒ 家 ⽒、 諏 訪 ⽒、 狩 野 ⽒、 渋 ⾕ ⽒、 ⾥ ⾒ ⽒ 
が 主 だっ た 者 で す。  
  最 上 家 ⾂ は ⼀ ⾨ 衆 （中 野、 楯 岡、 清 ⽔） 以 外 に ⾥ ⾒ ⽒、 ⼤ 江 ⽒、 由 利 ⽒ あ た り で す。  
  他 に は ⿊ 川 ⽒、 ⽯ 橋 （塩 松） ⽒ も 斯 波 ⼀ ⾨ で す。  
本 当 な ら、 相 ⾺ ⽒  〈佐 ⽵ 家 収 録〉 、 ⽥ 村 ⽒  〈伊 達 家 収 録〉  も 斯 波 家 に 収 録 す べ き な ん だ 

ろ う な・・・。  
朝 倉 家 ⾂ の ⿂ 住 ⽒・ ⼭ 崎 ⽒ ら は、 ⾚ 松 家 ⾂ 出 ⾝ の よ う で す が、 何 か 理 由 が あ る の で しょ 

う か︖ 宇 野 ⽒・ ⼩ 河 ⽒・ 中 村 ⽒・ 富 ⽥ ⽒ も ⾚ 松 家 ⾂ に 存 在 す る 名 字 で す。  
  
  
織 ⽥ ⽒ に つ い て  
織 ⽥ 伊 勢 ⼊ 道 常 松 の 諱 が 何 な の か と い う の は 織 ⽥ ⽒ 研 究 で 未 だ に 解 決 さ れ て い な い 謎 か 

と 思 い ま す。  
  史 料 上 で 常 松 に 該 当 し そ う な ⼈ 物 は、 信 昌 の ⼦・ 将 広 か、 系 譜 不 明 の 教 広 で す が、 系 図 上 
で は 教 信 も 可 能 性 が あ り ま す。  
  ⼀ 般 的 に 武 ⼠ の 諱 を 考 え る 上 で 重 要 な の は 通 字 と 偏 諱 な の で、 彼 ら に 共 通 す る 「信」、 
「広」、 「教」 の 由 来 を 考 え ま す。  
  織 ⽥ 敏 広 が 伊 勢 守 （お そ ら く 淳 広 も） を 名 乗っ て い た こ と を 考 え る と、 嫡 流 の 通 字 は 
「広」 か と 思 わ れ ま す が、 常 松 の ⼀・ ⼆ 世 代 前 と 思 し き 信 昌 の 存 在 を 考 え る と 「信」 も 有 り 
得 ま す。  
  さ ら に 系 図 上 で は、 教 信 が 兄、 教 広 が 弟 で あ り、 教 信 の 系 統 が 伊 勢 守 （⼦ 孫 に 敏 広）、 教 
広 の 系 統 が ⼤ 和 守 （⼦ 孫 に 敏 定） と さ れ ま す。  
  常 松 時 代 の 斯 波 ⽒ は 義 将 や 義 教 （義 重） な の で、 教 信 と 教 広 の 「教」 は 偏 諱 か と 思 わ れ が 
ち で す が、 斯 波 義 教 よ り 明 ら か に 世 代 が 上 で あ る 斯 波 家 執 事 の 甲 斐 教 光 や 甲 斐 将 教 の 存 在 を 
考 え る と、 織 ⽥ 教 信 や 織 ⽥ 教 広 が 斯 波 義 教 の 偏 諱 か ど う か 疑 問 も 残 り ま す。  
  時 系 列 で 並 べ る と、  1393  年 に 信 昌・ 将 広 親 ⼦ の 存 在、  1395  年 に 斯 波 義 将 の 出 家 （斯 波 義 
教 が 名 ⽬ 上 の 家 督 に な る︖）、  1402  年 に 常 ⽵ と 教 広 の 存 在、  1403  年 に 常 松 の 存 在 が 確 認 さ 
れ、  1428  年 に 常 松 の 後 任・ 教 ⻑ の 存 在 が 確 認 で き ま す。  
斯 波 義 将 か ら 偏 諱 を 受 け た 織 ⽥ 将 広 は、 若 く し て 名 ⽬ 的 に は 家 督 と なっ た 斯 波 義 教 （ 

1371  年 ⽣ ま れ） よ り も 年 齢 が ⾼ い と 思 わ れ ま す。  
「常 松」 名 義 で  25  年 も 活 動 し て い る の で、 常 松 は ⽐ 較 的 若 く し て ⼊ 道 し た も の と 思 わ れ 

ま す が、 常 松 が ⼊ 道 す る  10  年 前 に 活 動 が 認 め ら れ る 信 昌 の 孫 世 代 と も 思 え ま せ ん の で、 常 
松 は 信 昌 の ⼦ 世 代 と 考 え ま す。  
  織 ⽥ 教 ⻑ が 斯 波 義 教 か ら 偏 諱 を 受 け て い る と す れ ば、 そ れ は 斯 波 義 淳 が 管 領 と なっ た 
1409  年 以 前 （ど ん な に 遅 く て も 義 教 が 追 放 さ れ た  1414  年 ま で） の こ と と な り ま す。  
織 ⽥ 教 ⻑ が 斯 波 義 教 か ら 偏 諱 を 受 け て い な い と し て も （「教」 字 を 教 広・ 教 信 や 甲 斐 教 

光・ 甲 斐 将 教 か ら 受 け た と し て も）、  1431  年 ま で 活 動 を 確 認 で き る こ と か ら、 年 齢 的 に 教 
⻑ は 信 昌 の 孫 世 代、 教 広 は 将 広 の 弟 か 甥 と 思 わ れ ま す。  

  
  
  
斯 波 家 ⽀ 配 体 制  
幕 府 管 領    （斯 波 ⾼ 経）・ 斯 波 義 将・ 斯 波 義 重・ 斯 波 義 淳・ 斯 波 義 郷・ 斯 波 義 健・ 斯 波 義 
廉・ 斯 波 義 敏  
関 東 執 事    斯 波 家 ⻑  
九 州 探 題    斯 波 ⽒ 経  

http://www.geocities.jp/kawabemasatake/satake.html
http://www.geocities.jp/kawabemasatake/date.html


引 付 頭 ⼈    斯 波 詮 経  
越 前 守 護    斯 波 ⾼ 経・ 斯 波 ⽒ 経・ 斯 波 ⽒ 頼・ ⼤ 野 義 種・ 斯 波 義 将・ 斯 波 義 重・ 斯 波 義 淳・ 斯 
波 義 郷・ 斯 波 義 健・ 斯 波 義 敏・ 斯 波 義 良  
安 房 守 護    斯 波 家 ⻑  
若 狭 守 護    ⼤ 崎 家 兼・ 斯 波 ⽒ 頼・ ⼤ 野 義 種・ 斯 波 義 将  
越 中 守 護    斯 波 ⾼ 経・ 斯 波 義 将  
信 濃 守 護    ⼤ 野 義 種・ 斯 波 義 将  
加 賀 守 護    ⼤ 野 義 種・ 斯 波 義 重  
遠 江 守 護    斯 波 義 将・ 斯 波 義 重・ 斯 波 義 淳・ 斯 波 義 郷・ 斯 波 義 健・ 斯 波 義 廉・ 斯 波 義 敏  
尾 張 守 護    斯 波 義 重・ 斯 波 義 淳・ 斯 波 義 郷・ 斯 波 義 健・ 斯 波 義 廉・ 斯 波 義 敏・ 斯 波 義 良・ 斯 
波 義 逵・ 斯 波 義 統  
越 前 守 護 代    島 ⽥ 平 内 太 郎・ 安 威 直 資・ ⼆ 宮 貞 泰・ 甲 斐 教 光・ 甲 斐 将 教・ 甲 斐 将 久・ 甲 斐 敏 
光・ 甲 斐 信 久・ 朝 倉 ⽒ 景︖  
越 前 ⼩ 守 護 代    ⼆ 宮 貞 家・ ⼭ 岸 光 義・ 池 ⽥ 久 時・ 狩 野 修 理・ ⼀ 井 帯 ⼑ 左 衛 ⾨・ 堀 江 利 実・ ⼀ 
井 出 雲・ 平 右 ⾺ 新 左 衛 ⾨・ 甲 斐 四 郎 左 衛 ⾨  
若 狭 守 護 代    ⽒ 家 通 継・ ⼆ 宮 道 智・ 完 草 義 春  
越 中 守 護 代    完 草 義 続・ ⼆ 宮 貞 光・ 完 草 安 芸 太 郎・ ⼤ 野 義 種  
越 中 ⼩ 守 護 代    由 宇 ⼜ 次 郎・ ⻑ ⽥ 弾 正  
信 濃 守 護 代    ⼆ 宮 ⽒ 泰・ 島 ⽥ 憲 国・ 完 草 滋 忠  
信 濃 ⼩ 守 護 代    ⼆ 宮 種 ⽒  
加 賀 守 護 代    ⼆ 宮 種 ⽒  
遠 江 守 護 代    甲 斐 将 教・ 甲 斐 将 久・ 甲 斐 敏 光・ 甲 斐 信 久・ 千 福 寛 元・ 斯 波 義 雄  
遠 江 ⼩ 守 護 代    ⼤ ⾕ ⽞ 本・ 狩 野 七 郎 右 衛 ⾨  
尾 張 守 護 代    甲 斐 将 教・ 織 ⽥ 教 信︖・ 織 ⽥ 教 ⻑・ 織 ⽥ 淳 広・ 織 ⽥ 郷 広・ 織 ⽥ 久 広・ 織 ⽥ 敏 
広・ 織 ⽥ 輔 ⻑・ 織 ⽥ 敏 定・ 織 ⽥ 寛 定・ 織 ⽥ 寛 村・ 織 ⽥ 逵 定・ 織 ⽥ 逵 勝・ 織 ⽥ 信 友  
尾 張 ⼩ 守 護 代    伊 東 ⼤ 和 ＆ 甲 斐 若 椙・ 織 ⽥ 教 広︖・ 織 ⽥ 教 ⻑・ 織 ⽥ 久 広・ 織 ⽥ 勝 久・ 織 ⽥ 久 
⻑・ 織 ⽥ 敏 定・ 織 ⽥ 広 成  
  
  
  
斯 波 家 内 衆  
明 徳 ⼆ 年 （  1391  ）  
斯 波 義 重  
由 宇・ ⼆ 宮・ 甲 斐・ 朝 倉  
  
明 徳 四 年 （  1393  ） ⽝ 追 物  
斯 波 義 重 （管 領）  
甲 斐 将 教 （⼋ 郎）、 由 宇 ⽒ 実 （新 左 衛 ⾨ 尉）、 島 ⽥ 有 家 （弥 三 郎）  
  
永 享 元 年 （  1429  ）  
斯 波 義 淳  
甲 斐 将 久・ 織 ⽥ 淳 広︖・ 朝 倉 教 景︖  
  
⻑ 禄 元 年 （  1457  ）  
斯 波 義 敏  
甲 斐 将 久・ 朝 倉 敏 景・ 織 ⽥ 敏 広  



  
⽂ 明 ⼗ 五 年 （  1483  ）  
斯 波 義 廉  
朝 倉 ⽒ 景・ 甲 斐 敏 光・ 織 ⽥ 敏 定  
  
⻑ 享 ⼆ 年 （  1488  ）  
斯 波 義 寛  
織 ⽥ 寛 村・ ⼆ 宮 与 ⼀・ 島 ⽥ 重 憲・ 織 ⽥ 広 遠・ ⼆ 宮 弾 正・ 織 ⽥ 寛 定︖・ ⼭ 本 広 顕・ 島 ⽥ 右 京・ 
織 ⽥ 寛 広︖・ 飯 尾 忠 房︖・ 織 ⽥ 豊 前・ ⼆ 宮 信 濃  
  
明 応 元 年 五 ⽉ 四 ⽇ （  1492  ）  
斯 波 義 寛  
甲 斐 四 郎 兵 衛 尉・ 島 ⽥ 右 京 亮・ ⼆ 宮 備 中 守・ 織 ⽥ 敏 定   
  
  
朝 倉 家 ⽀ 配 体 制  
越 前 守 護    朝 倉 敏 景・ 朝 倉 ⽒ 景・ 朝 倉 貞 景・ 朝 倉 孝 景・ 朝 倉 義 景  
軍 奉 ⾏    朝 倉 景 冬・ 朝 倉 光 玖・ 朝 倉 景 ⾼・ 朝 倉 教 景・ 朝 倉 景 紀・ 朝 倉 景 鏡・ 朝 倉 景 隆・ 朝 倉 
景 健  
敦 賀 郡 司    朝 倉 景 冬・ 朝 倉 景 豊・ 朝 倉 教 景・ 朝 倉 景 紀・ 朝 倉 景 垙・ 朝 倉 景 恒  
⼤ 野 郡 司    朝 倉 光 玖・ 朝 倉 景 ⾼・ 朝 倉 景 鏡  
安 居 城 主    朝 倉 経 景・ 朝 倉 景 職・ 朝 倉 景 隆・ 朝 倉 景 健  
織 ⽥ 城 主    朝 倉 時 景・ 朝 倉 景 儀・ 朝 倉 景 延・ 朝 倉 景 綱  
池 ⽥ 城 主    鞍 ⾕ 御 所  
⼀ 乗 ⾕ 奉 ⾏    朝 倉 景 伝・ 朝 倉 景 連・ 北 庄 景 契・ 北 庄 景 頼・ 前 波 吉 当・ 前 波 吉 勝・ 前 波 景 定・ 
前 波 景 当・ ⼩ 泉 ⻑ 利・ ⿂ 住 景 宗・ ⿂ 住 景 栄・ ⿂ 住 景 固・ 河 合 吉 統  
府 中 奉 ⾏    朝 倉 光 玖・ ⻘ ⽊ 康 忠・ ⻘ ⽊ 景 康・ 久 原 ⾏ 忠・ 印 牧 広 次・ 印 牧 美 次・ 印 牧 新 右 衛 
⾨・ 印 牧 美 満  
敦 賀 奉 ⾏    前 波 吉 連・ 前 波 吉 ⻑・ 三 段 崎 紀 存・ ⼩ 河 吉 持・ 中 村 宗 直・ 上 ⽥ 則 種・ 上 ⽥ 紀 勝・ 
上 ⽥ 垙 良  
  
  
  
清 ⽔ 寺 勧 進  
⽂ 明 ⼗ ⼀ 年 （  1479  ）  
５ ０ ０ 貫   朝 倉 敏 景、  
１ ０ ０ ０ 貫   朝 倉 ⽒ 景、 朝 倉 貞 景、  
１ ０ ０ 貫   朝 倉 光 玖、 朝 倉 景 冬、 朝 倉 教 景、  
２ ０ 貫   ⿃ ⽻ 景 忠、 三 段 崎 ⻑ 縁、 中 野 景 亮、  
２ ０ 貫   吉 川 吉 澄、 堀 江 景 ⽤、 ⿂ 住 景 貞、 ⼭ 崎 吉 家、 杉 若 藤 貞、 印 牧 広 次、 桑 原 貞 久、 上 ⽥ 
直 則、 前 波 吉 連、 吉 川 吉 明、 ⻄ 河 原 吉 次、 宇 野 久 重、 上 坂 康 家、 和 ⽥ 満 重、 吉 ⽥ 親 重、 伊 ⾃ 
良 景 国、 千 秋 季 藤、 半 ⽥ 国 久、 ⼩ 泉 藤 ⻑、 新 保 吉 明、 太 平 ⻑ 友、 栂 野 吉 久、 諏 訪 勝 家、  
１ ０ 貫   栂 野 吉 保、  
  
  
  



朝 倉 義 景 家 ⾂  
永 禄 五 年 （  1562  ）  
朝 倉 景 紀、 朝 倉 景 連、 朝 倉 景 恒、 前 波 吉 継、 堀 吉 重、 栂 野 吉 仍  
  
永 禄 ⼗ ⼀ 年 （  1568  ）  
同 名 衆  
朝 倉 景 鏡、 朝 倉 景 健、 朝 倉 景 尚、 朝 倉 修 理 進、 朝 倉 景 茂、 朝 倉 景 嘉、 ⿃ ⽻ 景 富、 北 庄 景 種、 
勝 蓮 花 景 保︖、 阿 波 賀 景 堅、 向 景 ⼄、 三 段 崎 ⻁ 松、 朝 倉 道 景、 北 庄 景 頼、 中 野 景 亮、 溝 江 ⻑ 
逸、 溝 江 景 嘉、 溝 江 ⻑ ⽒、 溝 江 景 満  
年 寄 衆  
前 波 景 当、 ⿂ 住 景 固、 桜 井 元 忠、 ⻘ ⽊ 景 忠、 栂 野 吉 仍︖、 詫 美 景 徳、 ⼭ 崎 吉 家  
御 ⼿ ⻑  
北 庄 景 頼、 三 段 崎 景 佳、 溝 江 景 満、 三 段 崎 三 郎 兵 衛、 桜 井 景 道、 ⿂ 住 彦 三 郎  
御 部 屋 衆 相 伴  
北 庄 景 種、 中 野 景 亮  
御 ⾛ 衆 相 伴  
前 波 景 当  
詰 衆 右 筆 ⽅ 同 朋 衆 相 伴  
詫 美 景 徳、 ⼭ 崎 吉 家  
御 ⼩ 者 衆 相 伴  
河 合 吉 統  
  
朝 倉 景 紀 と 朝 倉 景 鏡 と は 席 次 争 い を し て い た の で、 ど ち ら を 家 ⾂ 筆 頭 と す る か は 難 し い と こ 
ろ で す。  
① 朝 倉 景 紀、 ① 朝 倉 景 鏡、 ③ 朝 倉 景 健、 ④ 朝 倉 景 尚、 と い う 序 列 に な り ま す。  
  
  
  
尾 張 ⽀ 配 体 制  
下 津 城 主    織 ⽥ 教 信︖・ 織 ⽥ 教 広・ 織 ⽥ 教 ⻑・ 織 ⽥ 郷 広・ 織 ⽥ 敏 広  
岩 倉 城 主    織 ⽥ 敏 広・ 織 ⽥ 寛 広・ 織 ⽥ 広 ⾼・ 織 ⽥ 信 安・ 織 ⽥ 信 賢  
清 洲 城 主    織 ⽥ 敏 定・ 織 ⽥ 寛 定・ 織 ⽥ 寛 村・ 織 ⽥ 逵 定・ 織 ⽥ 逵 勝・ 織 ⽥ 信 友・ 織 ⽥ 信 ⻑・ 埴 
原 常 安・ 織 ⽥ 信 雄  
⽝ ⼭ 城 主    織 ⽥ 敏 定・ 織 ⽥ 広 近・ 織 ⽥ 信 康・ 織 ⽥ 信 清・ 丹 ⽻ ⻑ 秀・ 柘 植 重 ⻑・ 池 ⽥ 恒 興・ 織 
⽥ 勝 ⻑  
⼩ ⼝ 城 主    織 ⽥ 広 近・ 織 ⽥ 寛 近  
⼩ ⽥ 井 城 主    織 ⽥ 敏 定・ 織 ⽥ 久 孝・ 織 ⽥ 常 寛・ 織 ⽥ 良 頼・ 織 ⽥ 寛 政・ 織 ⽥ 信 張・ 織 ⽥ 信 直・ 
織 ⽥ 忠 ⾠  
楽 ⽥ 城 主    織 ⽥ 久 ⻑・ 織 ⽥ 敏 宗・ 織 ⽥ 寛 貞・ 織 ⽥ 広 光・ 島 信 正・ 織 ⽥ 信 清・ 坂 井 政 尚  
⽇ 置 城 主    織 ⽥ 寛 貞・ 織 ⽥ 忠 寛  
深 ⽥ 城 主    織 ⽥ 順 ⾼・ 織 ⽥ 信 次  
勝 幡 城 主    織 ⽥ 信 定・ 織 ⽥ 信 秀  
那 古 屋 城 主    織 ⽥ 信 秀・ 織 ⽥ 信 ⻑・ 織 ⽥ 信 光・ 林 秀 貞  
守 ⼭ 城 主    織 ⽥ 信 光・ 織 ⽥ 信 次・ 織 ⽥ 信 時・ 織 ⽥ 信 次  
古 渡 城 主    織 ⽥ 信 秀・ 織 ⽥ 信 広・ 織 ⽥ 信 正  
末 盛 城 主    織 ⽥ 信 勝・ 織 ⽥ 信 ⾏・ 柴 ⽥ 勝 家︖  



  
  
  
  
⼭ 形 藩 家 ⾂  

⼭ 形 藩 主  最 上 義 光 〈  570000  〉  

⼀ ⾨  清 ⽔ 義 親 〈  27300  〉、 ⼭ 野 辺 義 忠 〈  19300  〉、 上 野 ⼭ 義 直 〈  21000  〉、 ⼤ ⼭ 
光 隆 〈  27000  〉、 楯 岡 光 直 〈  16000  〉、 楯 岡 満 茂 （本 荘 満 繁） 〈  45000  〉、 
⽩ 岩 光 広 〈  12000  〉、 野 辺 沢 康 満 〈  20000  〉、 ⽒ 家 光 ⽒ 〈  17000  〉  

家 ⾂  志 ⽔ 光 安 〈  30000  〉、 寒 河 江 光 俊 〈  27000  〉、 ⾼ 楯 正 福 〈  20000  〉、 倉 増 光 
基 （⼩ 国 光 忠） 〈  17000  〉、 ⾥ ⾒ ⺠ 部 〈  17000  〉、 志 ⽔ 光 秀 〈  13000  〉、 東 
根 景 佐 〈  12000  〉、 佐々 ⽊ 秀 綱 （鮭 延 愛 綱） 〈  11500  〉、 滝 沢 政 道 〈  10000 
〉、 ⼩ 国 光 基 〈  8000  〉、 中 ⼭ 朝 正 〈  7000  〉、 新 関 久 正 〈  6500  〉、  

  
  
  
  
  
  
  
  
 


